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水稲新品種「ハヤユタカ」について

佐々木武彦@悶部員三@松永和久。涌井茂@丹野耕一@千葉芳則 e 岡本栄治。狩野 篤

A N ew Rice Variety“HAYAYUTAKA" 
Takehiko SASAKI， Shinzou ABE， Kazuhisa MATSUNAGA， 

Shigeru W AKUI， Koichi T ANNO， Y oshinori CHIBA， 

Eiji OKAMOTO， and Atsushi KANO 

抄録

宮城県古川農業試験場において，東北126号と北睦110号の交配組合せから，良質，多叙，良食I床品額

「ハ「アユタカJを育成し，福|潟県で奨励品種に採用された。本品種は東北1:1"南部では早生のi漁，暖地の

福岡県では極早生であり，草型は育成地では偏穂数型，福岡県ではrl:J間型であるo lfirf倒伏性は強，いも

ち病真性抵抗遺伝子型は十と推定され， 1溢i場抵抗性は葉いもちにはやや強，穂いもちには中で耐冷性

は中である。 i民;最性は対象品種のハヤヒカりより高L、。玄米品質はササミノリより良好でハヤヒカリよ

りやや劣るが，食l床は雨品撞より良好で、ある。

〔キーワード〕水稲，新品種， 111.~易米，野菜前作，梗

緒

「ハヤユタカJは宮城県古)11農業試験場におい

て指定試験事業で育成した水積の新品穏である O

本品積は水稲「東北131号Jの系統名で， 1982年

から関係!誌において地域適応の検討が行われてき

たもので， 1987年 6月に「水稲農林284号」に登

録， iハヤユタカ」と命名された。本品種は，同

年福岡県において奨励品種に指定され，山間部の

早場米生産用及び司王i旦部の野菜前作用の多q又。良
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食味品種として，ハヤヒカリを代替して普及され

ることになった。ここに本品揮の育成経過及び特

性捜姿等について報告する。

本品揺を育成するに当たって，当場の高橋震郎

元場長，佐藤i昭介前場長，及川俊昭場長並びに千

葉降久前育穣部長に種々ご指導を]頁いた。また，

特性検定試験，系統適応性検定試験及び奨励品種

決定調査の実施に当たり，関保農業試験場の方々

に多大なご協力を頂いた。特に，福|湾県農業総合

試験場農産研究所育種部の小宮正寛部長，今林惣

トヨニシキ

北陸 110号

東北 126号
(サトホナミ)

ハヤユタカ

第 1図 ハマユタカの系諮問

昭和62年12月10日受理

*宮城県農業実践大学校

* *宮城県亘理農業改良普及所

* * *宮城熊築館農業改良普及所
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第 1表 選抜経過一覧

年次 世代 養成規模 選抜経過及び各世代の概評
選抜
系統数
({自体数)

1978 交配 18粒

181箆体
1978年 4月交配。同年 7月から 1973年 3月まで

Fl -F3を温室で世代促進。

490 j同体 中短秤，強得個体多く，薬先枯れ，短穂多い。熟色良。玄

く少粒，内粒目立つが光沢良く良質。臨場で 810

個体選抜し，室内で科長選抜により 740個体にしぼり，更に

品質で 490鍛体選抜，有望!支00

55系統 半生の緩短梓系統多く，

れ上がり，葉先枯れ目立つ。品震やや良，

13系統群 梓長の変異幅広く，熟色良い。やや小椋，いもちに

04系統) 品質，炊飯米光沢災。東48~東56 まで 9 系統を系適?と配布。

4系統を選抜。そのうち東日が有望で、東北 131号と命名。

1979 

九 1900僧体

F 3 310011密f本

3720個体

1980 F 5 490系統

1981 Fo 

1982 F7 14系統群 4系統群 ~1I梓，強稗でいもち病に強。東北 131 号を関係県?と配布。

(8系統〕 その他，東77，東83を選抜，東83に東北 132号と命名。

8系統群 6系統群 東北 131

04系統〕 を選抜‘。

6系統群 東北 131号記布 3年目，東北 132号配布 2年目。

(6系統〕

1983 
s
 

pよ

]お4 Fg 

2年 El，東北 132 始。その他東77

1985 F10 6系統群 4系統群 東北 131号配布 4年目，東北 132号配布 3年g。

(5系統〕

1986 F 11 6系統群 4系統若手 東北 131号記布 5年目，東北 132号配布 4年図。

(5系統〕

1987 Fl2 4系統群 2系統群 東北131号配布5年呂，ノ寸ユタカと命名，水稲農林284号?と登録c

福岡県で、奨励品種?と採用。東北 132号配布 5年段。

一郎室長， [ヰ鉱害試験地の長尾学嬉技師には格汚IJ

のど尽力をJJiいた。これらの方々に心から感謝の

意を表する。

自譲及び育成経過

ハヤユタカは第 l 図の系譜~で示すとおり，母

は東北 126号(後のサトホナミ) ，父は北陸 110

号であり，ササニシキ及びコシヒカリの血を引く

良食味品種である。母の東北 126号は稗長がやや

長めの良質多収系統で、あり，父の北控 110号はや

や箆稗の良質多収系統であった。この肉親を交記

したねらいは，東北 126号を短存化した良質多収

品種を育成することであった。

この経合せの育成経過は第 l表に示すとおりで

ある。交配は 1978年 4月に行い，間年 7月から

1979年 4月までの間に， Flから F3を温室で!lt

代促進を行い， 1979年本自において F4 雑積

集団を栽培して鰭体選抜を行った。臨場では3720
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年 次 1980 
t!t 代 F5 

東北 126号 978 

(サトホナミ)

× 1325 

北陸 110 1467 

， 81 

Fo 

， 82 

F7 

， 83 

F8 
'84 
Fg 

'85 
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， 86 
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①
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5

 

「
L
i
L
l
l「し
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H
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1
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「

l
i
L
i
-
-
L

①

2

3

 

「

iiiト
1
1
1
L

東 51 東北 131号 新品種候補

第 2罰 育成系統図

儲イ本を養成して 810個体を選抜し，
第 2表 世代別配布錨所数

更に室内で玄米品質tとより選び，

良質な 490偲体を選抜した。翌1980
世 fl;; Fo F7 F8 Fg F10 Fll 

年， F5から系統選抜を開始し，

供試した 490系統中55系統を選放
系統適応性検定試験 2 

した。この年は大冷害で障害不稔 特性検定試験 2 10 9 6 9 9 
が多発したため，障害不稔の比較 奨励品種決定調査 15 14 8 7 3 
的少ない55系統を選抜した。 1981

第 3表一般特性調査成績

移植 時 稗 符先 粒若
脱粒性品種名

密度草丈 業色 縮太 間柔 多少 長短 色

ハヤユタカ 中~やや長 中 やや太 やや削 少 短 黄白 やや疎 難

ノ¥ヤヒカリ やや長 中 中 やや鵬 稀 短 黄白 中 難

アキヒカリ やや長 中 やや太 やや周目 極少 資自 密 難

ササミノリ やや長 中 中 中 やや少 短 黄白 やや疎 難

第 4表 出穏期，成熟期及び生育特性調査成績(育成地)

品種名
出穏期 成熟期 得長 穏長 穏数 倒伏程度
(月臼〕 (月日) (c押t) (cm ) (本/11の 標肥区 多肥IR

ハヤユタカ 8. 9 9. 22 69. 7 18. 1 403 0.0 0.1 

アキヒカリ 8. 6 9. 17 70.4 17.5 355 0.0 0.2 

ササミメリ 8. 12 9. 24 79.3 17.9 403 0.0 1.6 

注〕生産力検定試験標把区 1981~1986 年の平均舘，倒伏程度は o (無)~5 (甚)。

年はその中 9系統に東48から東56までの試験番号

を付 L，系統適応性検定試験，特性検定試験に供

試した。その中，最も有望であった東51に「東北

131号」と命名して，翌 1982年から奨励品種決

定調査に配布して地域適応性の検討を行った。そ

の結果， 1987年に「水稲農林 284号」に登録，
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「ハヤユタカj と命名され，福縄県の奨励品種と

して普及に移された。ハヤユタカの育成系統関は

第 2圏のとおりであり，系統適rc.;性検定試験，特

性検定試験及び奨励品種決定調査に配布した館所

数は第 2表のとおりである。なお，組合せの兄弟

系統に東北 132号があるが，試作成績は擾れな

かった。

特性の概要

1. 一般特性

1)形態的特性

一般特性の調査成績は第 3表のとおりで，ハヤ

ヒカリと比較して，苗の草丈はわずかに短め，

色は同程度で中，得の太さはやや太く，稗の剛柔

は間程度のやや剛である。短芭が少程度ありハヤ

ヒカリよりやや多い。秤先色は黄白で，粒著密度

やや疎であり，脱粒性は難である O 出穂，成熟期

の生育特性は第 4表及び第 5表に示すとおりで，

稗長はハヤヒカリよりやや長く，やや短，穂長は

ノ¥ヤヒカリと向じかわずかに短く，穏数はハヤヒカ

リより多く，草型は育成地では偏穂数塑であるが，

普及見込み地帝である福両県では穂数がやや減少

して中間裂となる。

2) 出穂・成熟期

ハヤユタカの出穏期及び成熟期は，第 4表tと示

すとおり，育成地(古)11)ではアキヒカリよりや

や遅く，早生の娩に属するが，主な普及克込み地

帝である福間県では第 5表に示すとおりハヤヒカ

第5表 出穂期及び生育特性調査成績(指岡県農産研究所)

品種名

ハヤユタカ

ノ、ヤヒカリ

出穏期
〈月臼)

8. 11 

8. 9 

成熟期
(月臼〕

9. 17 

9. 13 

稗長
(c首1)

75 

68 

穏長
(c万1)

20.1 
20.9 

穏数
(本/m')

362 
325 

伊i伏程度

0.4 
O. 1 

注〕奨励品種決定謂査襟肥区 1983~1986 年の平均{直，倒伏程度は o (無)~ 5 (甚)。

第s表 いもち務菌系別抵抗性検定結果

稲 168 長68-182 推定真性抵抗
(101 ) (035 ) 性遺伝子製

ハヤユタカ 十

新 2 主子 問ト

愛知旭 R R R Pi-a 

注)噴霧接種による皮応，ーは擢病性反応， Rは抵抗性反応。

リよりやや遅い様早生である。

2. 耐病性

1)いもち病抵抗性

(1) 真性抵拭性

いもち病の 8菌系の胞子懸濁液を 4葉苗に噴霧

接種し，その反応から真性抵抗性の推定を行った。

結果は第 6表に示すとおりで，ハヤユタカは新 2

号型の反rc.;を示し，真性抵抗性遺伝子型は十と推

定された。

(司掴場抵抗性

葉いもち抵抗性の検定は，熔晩播により育成地

を含め 3カ所で行われた。その結果は第 7表，第

8表に示すとおりで，ハヤユタカの発病程度はハ

ヤヒカリ及びアキヒカリと間程度であり，園場抵

抗性はやや強と評揺された。穂いもち抵抗性

の検定は育成地を含め 6カ所で‘行われた。その結

果は第 2表及び第10表に示すとおりで，ハヤユタ

カの発構程産はササミノリ及びハヤヒカリとほ

間程度であり，穏いもち抵拡伎は中と評価された。

2) 自葉枯病抵抗性

白葉枯病樹用主役割主育成地及び山形県農試圧内

支場の 2カ所で、行われた。これらの結果は第11表
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第 7表 葉いもち抵抗性検定試験成績(育成地)

品種名
推定遺

1981 '82 '83 '84 '85 '86 王子 均 評価
{去子型

ハヤユタカ + 4. 2 4. 3 6. 2 5.8 5. 7 5. 2 5. 2 やや強

アキヒカリ Pi-a 4.4 4. 1 6. 0 5. 3 5. 6 5. 2 5. 1 (やや強)

ササミノリ 十 3. 3 4.4 6. 2 5. 2 5. 5 5. 4 5. 0 (強)

ササニシキ Pi-丘 4. 9 5. 1 7. 1 6. 1 6. 3 6. 2 6.0 (やや弱〕

ハヤヒカ J) Pi-a 5. 4 やや強

注〕数憶は熔苗代における発病程度， 0 c無病斑)~1OC全茎葉枯死L評価の括弧内は評髄基準。

第 8 葉いもち抵抗性検定試験成績(依頼先)

福島 相馬 愛 知 山 間
品種名

発 病程震 {部 発病 度 評価

ノ¥ヤユタカ 4. 2 やや強 5. 1 やや強

アキヒカリ 4. 4 (やや強) (やや強〕

ササミノリ 3.9 (強〕 4. 5 (強)

ササニシキ 5. 5 (やや弱) 6. 0 (やや弱〕

キヨニシキ 4. 2 (やや強) 5. 0 (やや強〕

注)数値は畑商代における発病程度， 0 c無病斑)~1OC全茎葉枯死)0 1982年から 1986年まで

5カ年の王子均値，評価の括弧内は評価基準。

第 9表 穏いもち抵抗役検定試験成績(育成地)

品種名 1981 ， 82 ， 83 '84 '85 '86 平均 評 fIffi

ハヤユタカ 5.5 2. 3 5. 4 5. 4 6. 6 6. 3 5. 3 中

アキヒカリ 5. 0 2. 3 4. 3 5. 1 6. 4 5. 8 4. 8 (やや強)

ササミノリ 4. 9 2. 3 5. 4 5. 9 6.4 6. 6 5. 3 (中〕

ノ、ヤヒカリ 6. 2 中

注)数値は発病患度。 OC擢病無)~1OC全穏擢病〉。括弧内の評価は評価基準。

第10表 穏いもち抵抗性検定試験成績(依頼先)

品種名 総合評鯨

ハヤユタカ 4.5 中 1.3 やや強 5. 7 中 4.2 中 3.8 やや強 中

アキヒカリ 4.0 Cやや強) 1.9 Cやや強) 6.0 Cやや強) 4.0 Cやや強) 3.9 Cやや強)(やや強)

ササミノリ 4. 3 (中) 0.8 (中) 6.8 C中 ) 4.8 (中) 4.2 (中〉 (中)

ササニシキ 5. 3 (弱) 1.5 〈弱) 8.1 ( 弱) 6.6 (弱) 6.9 (弱〕 C~~) 

注)数纏は発病程産， 0 C擢病無) ~ 10 C全穏健病〕。 各々 1981年から 1986年迄の鰐，

4~5 カ年の平均。
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第11表

やや弱
やや弱
やや弱
やや弱
強
弱

3. 8 
3. 2 
3. 2 
3. 9 
1.0 
5. 0 

ハヤユタカ
アキヒカリ
ササミノリ
キヨニシキ
中新 120号
ヒメノモチ

価

ハヤユタカ

アキヒカリ

ササミノリ

キヨニシキ

評

やや弱

〈やや弱)

(やや弱〕

(やや弱)

平均

3.6 

3.6 

2.7 

. 81 

5.8 

5.9 

3.2 

2.0 

2.0 

2.0 

1979 . 80 

3.0 

3.0 

3.0 

品種名

3.2 3.6 3.0 3.0 

注〕数値は発病程産。括弧内は評舗基準。

耐冷性検定説験成績(育成地)第13表

1983 1982 1981 

半
十不歩出

穏
期

(月白〕

曹
H
H日
H

申
十不歩出

穏
期

(月臼)

日半十不歩出
穏
期

(月臼〕

品種名

定稔合
(%) 

定合

ρ
稔

σ
定稔合

(%) 

F
h
u
ρ
h
v
ρ
o
r
n
u

に
u
n
h
u

83.4 

90.3 

78.6 

82.7 

66.2 

92.4 

8.21 

8.17 

8. 24 

8.19 

8.23 

8.17 

5
ハO
ρ

o

p

b

62.8 

88.6 

71.4 
71.3 

8. 18 

8. 14 

8. 19 

8. 18 

R
U

ハ
O

ハ
O

R

d

21. 8 

38. 9 
52.8 

25.8 

8.22 

8. 19 

8.24 

8. 19 

カ

リ

リ

イ

チ

リ

タ

カ

ノ

メ

モ

カ

ユ

ヒ

ミ

ノ

ヒ

ヤ

キ

サ

ィ

メ

ヤ

ハ

ア

サ

レ

ヒ

ハ
6 87.2 8. 14 6 57. 9 8. 21 

総

合

評

価

1986 1985 1984 

半
T不歩出

穂
期

(月日)

，H
H
H川

半+す3
 

不歩出
穏
期

(月日〕

同
日

半
十不歩出

穏
期

〈月日〕

品種名

定稔合
(%) 

定稔合
(%) 

定稔合
(%) 

中~やや弱

〔やや弱〕

(やや弱〕

(中)

(中)

(やや弱〕

nhU

ハ
h
u
n
h
U
伊

h
u
m
h
J
V
ρ
内

U

88. 9 

96.3 

91. 1 

74.6 

81. 0 

91. 0 

8. 21 

8. 18 

8.24 

8. 18 

8. 26 

8.20 

ハ
h
v
ρ
h
υ
n
h
u
r
ヘU
F
h
d

87.4 

92. 1 

92.5 

81. 3 

84.5 

8. 21 

8. 17 

8.23 

8. 18 

8.23 

n

o

ρ

o

n

O

R

U

R

U

 

85.0 

80.0 

75.0 

68.0 

50.0 

8.19 

8. 13 

8. 16 

8.11 
d.19 

ハヤユタカ

アキヒカリ

ササミノリ

レイメイ

ヒメノモチ

ハヤヒカリ

注)水温 19.5
0

C.水深 20閣の冷水循環かんがし、(平生の出穂 lカ月前から)による検定。判定数

値は 2 (極強)~ 5 (中)~ 6 (やや弱〕。

14表に示すとおり，ハヤユタカの耐冷性は，育成

地ではハヤヒカリ，ササミノリよりわずかに強く

中~やや弱，依頼先でもササミノリよりやや強く

中と評儲され，総合すれば中のランクに属するが

やや弱に近いと考えられる。

及び第12表に示すとおり，発病程度はアキヒカリ

及びササミノリと需程度で，抵抗性はやや弱と

{屈された。

3. 耐冷性

穂ばらみ期の障害型耐冷性の検定は育成地を

含め 3カ所で行われた。その結果は第13表及び第
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第14表耐冷性検定試験成績(依頼先)

青森・藤坂 福島 冷
総合評価品種名

'83 1986 1981 '82 '84 '86 

ノ、ヤユタカ 中 中 やや強 中 やや弱 やや弱 中

アキヒカリ やや弱 中 中 中 やや弱 (やや弱〕

ササミノリ やや弱 中 中 中 やや弱 (やや弱)

レイメイ 中 中 中 中 中 中 (中〕

注〕藤坂は水温20
0
C水深20仰の憧龍深水法による検定。

福島冷答は，水温16~180C水深12~14仰の冷水かけ流し法。冷水のかけ流し期間は，83年まで

は 7 月中旬~8 月上旬 '84 以降は 7 月下勾~8 月中下旬まで。
総合評価の括弧内は評価基準。

第15表 穏発芽性検定試験成績

発 ラ矛 程 度 発芽程度(%)('86) 
評価品種名 平均

1981 ， 82 ， 83 ， 84 ， 85 ， 86 4日目 6 B自 8臼自

ノ¥ヤユタカ 2.5 0.5 2.0 2.0 1.5 2.8 1.9 2.5 21. 0 44.0 やや難

アキヒカリ 2.0 1.5 4.0 3.5 2.8 4.6 3. 1 16.0 75.5 88.5 (やや易)

ササミノリ 3.8 1.5 3.0 3.5 3.0 3.5 3. 1 41. 0 86.5 91. 0 (やや易〕

ハヤヒカリ 3.9 1.0 14.5 38.5 (やや難)

イナパワセ 1.0 0.0 0.0 1.3 0.8 1.0 0.7 0.5 29.0 67.0 (極難〉

トドロキワセ 1.0 1.0 1.0 1.3 1.4 1.0 1.1 0.5 25.5 53.0 (郊の
レイメイ 2.0 1.0 2.0 2.3 2.8 3.0 2.2 5.5 39.0 54.5 (やや難〉

注〕数値は発芽程度 o(無)~ 5 (甚) ，評価の括弧内は評価基準。

4. 穏発芽性

成熟期に採穂し，冷蔵庫に貯蔵した後に定植器

内で発芽試験を行った。その結果，ハヤユタカの

穂発芽性はササミノリより難で，ハヤヒカリ並の

やや難と評価された(第15表〕。

5. 収量性

育成地の試験結果は第16表のとおりで，ハヤユ

タカの玄米霊比率は襟肥，多杷共にアキヒカリ，

ササミノリと同程度であり，収量性はこれらの品

種と同程度と考えられる。ハヤヒカリとの比較は

第17表のとおりで l年だけの成績であるが，ハヤ

ユタカのハヤヒカリに対する玄米重比率は，標肥

が 105，多肥が 116でハヤヒカリより明らかに大

きく，ハヤユタカの収量性は明らかにハヤヒカリ

より高いと考えられる。

第16表 収量調査成績

品種名
施肥 全 玄米重 比率
条件 (kg/ a) (kg/心 (%) 

ハヤユタカ 119 49.4 100 

アキヒカリ 標百巴 108 47.5 97 

ササミノリ 122 49.2 (100) 

ハヤユタカ 128 54.5 102 

アキヒカリ 多肥 122 53. 2 100 
ササミノリ 128 53.3 (100) 

注)生産力検定試験 1981~1986 年の平均値。

6. 品質及び食味 ヤユタカは，玄米の長さはハヤヒカリと同種度，

玄米の形は第18表，第19表に示すとおりで，ハ 厚さはハヤヒカリよりやや小，幅は同程度，粒形
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第17表 収 量 調査成績 (1986) 第18表玄米の形状

品種名
品種名

玄米千 長さ 中高 厚さ 長さ/川ド一田口
粒重量fJJ (脚〕 (問) (前祝)

ハヤユタカ 131 54.4 105 
ハヤヒカリ 標肥 128 52.0 ( 1∞) 

ハヤユタカ 20.5 4.98 2.85 1. 98 アキヒカリ 124 51. 6 99 1. 75 

ササミノリ 134 52.0 100 ノ、ヤヒカリ 20.3 4.90 2.86 2.07 1. 71 

ハヤユタカ 140 59.6 116 アキヒカリ 21. 2 4.94 2.87 2.13 1.72 
ノ、ヤヒカリ 多把 130 51. 6 c1α0) ササミノリ 21. 9 4.部 2.97 2.15 1. 63 
アキヒカリ 140 59.6 116 
ササミノリ 150 60.4 117 

注)生産力検定試験標賠区 1981年の成績。

注)生産力検定試験成績。

第19表 玄米粒厚男IJ重量割合
(%) 

品種名 2. 2脚以上 2.1加担 2. 0間昨 1.9前祝 1.8沼郡 1.7前祝 1.6棚以下

ハヤユタカ 0.5 6.8 51. 4 29.3 10.2 1.5 0.3 
ハヤヒカリ 3.7 23.6 50.8 14.2 6.4 1.2 o. 1 

アキヒカリ 12.9 42.7 34.5 6.4 2.9 0.4 o. 2 
ササミノリ 19.0 45.7 30.1 3.8 1.0 o. 2 o. 0 

注〕供試玄米は 1981年生産力検定試験標把匹。

第20表 玄米品質調査成績

擦 日巴 区 多 1百 区
品種名

1981 '82 '83 '84 ， 85 '86 平均 1981 ， 82 '出 '84 '85 '86 平均

ハヤユタカ 1.5 1.8 2.0 2.0 2.0 2.8 2.0 2.0 2.5 2.0 2.0 2.5 2.5 2.3 

アキヒカリ 3.0 3.0 2.8 2.0 3.5 2.9 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.6 
ササミノリ 2.0 2.0 2.3 3.3 3.5 2.3 2.6 2.5 1.5 2.0 3.5 3.5 2.3 2.8 

ハヤヒカリ 2.8 2.8 

注)品質評儲は 1 (良)~ 5 (不良〕。

第21表 t島精試験成績(1981 ) 

玄米水分揚精時間 揚精歩合 (%) 匹芽残存
自度品種名

(%) (秒〕 歩合(%)2 3 平均

ハヤユタカ 14. 1 

ノ、ヤヒカリ 14. 3 

アキヒカリ 14. 1 

ササミノリ 13. 7 

n
U
ハU

ハU

ハ
u

n
h
u
n
h
U

ハh
u
n
h
u

90.5 

90.8 

90.8 

90.5 

90.6 

91.0 

90.7 

90.8 

90.8 

90.6 

91. 0 
90. 6 

90. 6 

90.8 

90.8 

90.6 

7. 0 

3. 0 

5. 0 

6. 7 

38.0 

37.0 

38. 7 

37.5 

注〕供試玄米は 1981年生産力検定試験標肥区。1.7仰で選別した玄米509をKettTP-2型精米機

により揚精した成績。
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はわずかに組長く，玄米千粒重はハヤヒカリより

やや大きい。玄米の外観品質は第20表に示すとお

りで，アキヒカリ及びササミノリよりは良いが，

ハヤヒカリと同じかわずかに劣る。ハヤユタカの

適揚務時間及び鵠精歩合はハヤヒカリと詞程度

である(第21表〕。食味は良好で，ササミノリ，

ハヤヒカリに明らかに擾る。(第22表〕

なお，稲種苗特性分類基準によるハヤユタカの

特性一覧は本文最後の付表のとおりである。

寵布先における試験成緩と地域適応性

配布先における試作成績から，標準品種に対す

る収量比と概評を第23表に示した。ハヤユタカは

暖地の福i潟県で適地が見いだされた。福岡県では

第22表

様早生品種であるハヤヒカリが山間部の早場米生

産用及び王子t良部の野菜前作用として普及している。

しかし，ハヤヒカリは収量性が低く，食味の評価

が不十分であるため，ハヤヒカリを代替できる食

味の優れた極竿生品種が求められてきた。ハヤユ

タカは出穏期・成熟期がやや遅いが，ハヤヒカリよ

り明らかに多収で，食味が優れ，強得でハヤヒカ

リを代替できる特性を持っているため，福岡県で

奨励品種に指定され，ハヤヒカリに代わって普及

する見込みである。

栽培上の注意と命名の由来

ハヤユタカは箆強稗で樹倒伏性も強く，ハヤヒ

カリより多収で食味が良好である。多胞で多収と

会味試験!五銭

口あたり実施時期 基準品種 パネル 品種名 総合評価 硬さ 行ノ
ト
台

半
や

1982. 1. 20 キヨニシキ 6 ハヤユタカ 1. 8 0.4 
， 81年 産米 ササニシキ 1. 7 o. 8 

1.3 
1.7 

1. 1 

1.5 

n
U
2
i
n
o
 

ハU
n
u
n
u

p
h
d

ペ
斗
ん
作
，
a

T
1
4
n
U
噌

i

カ

キ

キ

タ

シ

シ

ユ
ニ
ニ

ヤ

ヨ

サ

ハ

ト

サ

ハ
h
vキシヨキお

米
L

産

Z

年

円

む

噌

i

9

8

 

1.3 

-0.6 

1.2 

n〈
U

内
ノ

u
r
n
u

-
-
n
U
τ
i
 

1984. 1. 12 アキヒカリ 5 

'83年産米

カ

リ

キ

タ

ノ

シ

ユ
ミ
ニ

ヤ

サ

ヨ

ハ

サ

キ

o. 9 

o. 3 

0.3 

1985. 1. 23 アキヒカリ

'84年産 米

5 ハヤユタカ

ササニシキ

2. 1 

3. 0 

1986. 2. 19 ササニシキ

'85年 産米

5 ノ¥ヤユタカ ー 0.4
ササミノリ -2.4 

O. 1 

-O. 5 
-0.4 
-1. 8 

バ
生
ハ
U

n
U

ワ
ω

一
一

1987. 1. 16 ササミノリ
，前年産米

6 ノ¥ヤユタカ O. 7 
ササニシキ 2. 6 

O. 0 

1.2 

O. 2 

1.5 

O. 2 

1.7 

1987. 1. 17 ササミノリ

'86年産 米

6 ハヤユタカ 0.8 
ササニシキ 1.2 

O. 7 

O. 8 

O. 5 

1.0 

O. 3 

1.0 

1987. 1. 19 ハヤヒカリ 5 

， 86年産米 ササニシキ

ハヤユタカ 1.2 
ササミノリ ー O.6 

1.8 

O. 5 

O. 0 

2. 0 

O. 8 

O. 2 

1.8 

1.2 
O. 0 

1.6 

注〉基準品種と比較した評価，硬さは+が柔らかい，その他は÷が好ましい値。

口あたりはは米飯をかんだ時の感触，滑らかな方が十，ざらつく方が一。
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なりやすいが，籾数が多過ぎたり過繁茂になると

玄米品質が低下しやすいので，施肥量には注意が

必要である。

本品種は暖地の極早生種で，ハヤヒカリより多

収で食味も良好である意味を込めて，ハヤユタカ

と命名された。

育成従事者

本品種の育成に直接従事した研究職員は第24

表のとおりである。

摘要

水稲新品種「ハヤユタカ」は，宮城県古川農業

試験場において，良質多収品種の育成を目標に

1978年に東北 126号/北陸 110号の交配を行い，

その後代から育成された。 1987年 6月， 1"水稲

農林 284号jに登録され， 1"ハヤユタカ」と命名

され，同年福詞県で奨励品種として普及に移され

た。この新品種の特性概要は次のとおりである。

1. 出穏期及び成熟期は育成地ではササミノリよ

りやや早く早生の晩に属し，援地の福岡県ではハ

ヤヒカリより数日遅く，様早生に属する。

2. ハヤヒカリと比較して，梓長はやや長く，穂

長はわずかに短く，穏数はやや多く，主主型は育成

地では儒穂数型，暖地では中間型に属する。

3 耐倒伏性は強で，緩強のハヤヒカリよりわず

かに劣る。

4. いもち病真性抵抗性遺佳子型は，十と推定さ

れ，闇場抵抗伎は，葉いもちにはやや強，穂いも

ちには中であるo 白葉枯病抵抗性はやや弱である。

5. 障害型耐冷性はハヤヒカリよりやや強く，中

である。

第お表 配布先における収量指数と概評

1982 1983 1984 1985 1986 

試験地擦多概擦多概擦多概襟多概擦多概

把 把評肥肥評肥肥評肥肥評肥日E 評

標準品種

岩手本場 102 ム 99 × ササミノリ，アキユタカ

県南 99 ム 99 × ササミノリ

宮域農セ 110 00 98 107 x ササミノリ

合JII 102 o 102 99ム× アキヒカリ，ササミノi)

秋田本場 100 × アキユタカ

大館 93 X アキヒカリ

山形本場 97 X 106 - o 108 110 ? 106 X アキヒカリ，キヨニシキ

庄内 118 ム 96 98 x やまてにしき，キヨニシキ

置賜 89 x 112 0ム 99 ム キヨニシキ，アキユタカ

最上 81 ム 104 X 94 110ムx キヨニシキ，アキユタカ

福島本場 111 107 ム 部 84 x ササミノリ

会津 100 99 ム 102 108 0 105 103 0 98 97 x トヨニシキ，キヨニシキ

(娩植) 96 92 99 102 

冷害 101 108 0 107 109 0 91 94 x 82 93 x アキヒカリ

(娩植) 91 105 85 90 90 83 

茨域本場 87 × トドロキワセ

竜ケ崎 86 × 初星

愛知山間 1回 × トヨニシキ

高知本場 112 ム 越路早生

詣岡農研 121 ム 120 106 o 116 @ハヤヒカリ

鉱害 124 ム 110 ム 102 1偲 o 103 @ハヤヒカリ

豊前 104 。ム 122 @ハヤヒカリ
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第24表 育成従事者

氏名
1987 ' 79 '80' 81 '82 '83 '84 '85 '86 I 1987年 12月

交配円九九九九九円九九 F10 F11 I現在所属

佐々木武彦

阿部員三

松永和久

鴻井 茂

丹野耕一

千葉芳則

岡本栄治

狩野 篤

O 
O 
O 
o 0(3月)

(4月) (4月)0 o (3月)

(4月)0一一一一一o(3月)

O 
(4月)0一一一

大践

改

改

員

員

員

実

農

農

員

員

在

在

在

業

理

館

在

在

現
現
現
農
一
臼
一
築
現
現

j主)なお，佐々木次雄，伊藤せっ子，伊藤みよ子，千葉八千代，菅井たか子，赤間とし子，

総里子美栄子，八鍬和男，高橋みほ子の各氏には悶場管理及び調査で協力を頂いた。

6. 収量性はササミノリと間程度で，ハヤヒカリ

より明らかに高い。

7. 玄米千粒霊はハヤヒカリよりやや大きく，玄

米の外観品質はササミノリより良好であるがハヤ

ヒカリよりわずかに劣る。食味はササミノリ，ハ

ヤヒカリより良好である O

8. 本品種は，援地における山間部の早場米周及

び平坦f郊の野菜前作用の多収・良食味品種として

普及する見込みである。
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左からハヤユタカ，ハヤヒカリ，ササミノ 1)

第 3菌 ハヤユタカの稲株

ハヤユタカ ハヤヒカ1) ササミノリ

第4図 ハヤユタカの籾と玄米
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付表 稲種苗特性分類基準による特性一覧

形 質
ハヤユタカ ハヤヒカリ ササミノリ

階級(区分〕 階級(毘分〕 階級(区分)

草 型 6 (偏穏数) 5 〈中間) 6 (偏穏数〉

手字 長 4 (やや短) 2 (極控) 5 (中)

梓の細太 6 (やや太) 5 (中〕 5 (中)

梓の開柔 4 (やや叫〉 4 (やや関〕 5 〔中〕

Jl葉の直立程度 4 〈やや立) 4 (やや直〕 5 (中)

穂 長 5 (中〉 5 (中) 5 (中〕

穏 数 6 〔やや多〉 5 (中) 6 (やや多〕

粒 密 度 4 (やや疎〕 5 (中〕 4 (やや疎〕

頴 色 (黄白〕 (黄色〕 (黄白〕

平手 先 色 (資自〉 (黄白〕 (黄白)

護頴 の色 (資自) 1 (資自) (黄白〕

の有無多少 3 (少〕 (稀) 4 (やや少)

芭 長 3 (惣〕 3 (短) 3 (短〉

f士 色 l (資自〕 l (資自) (黄白〕

玄米の形 5 (中〕 5 (仁村 4 (やや円〉

玄 米 の大小 4 (やや小〉 4 (やや小〕 5 (中〕

玄 米 の粒重 5 〈中) 4 (中〕 6 (やや大〉

玄米の見かけの品質 3 (上下) 2 (上中〕 4 (中上〕

玄米の光沢 5 (中〕 5 (中〕 5 (中)

食 味 3 (上下〉 5 (中仁T) 5 (中中)

水稲・陸稲の別 2 (水稲) 2 (水稲〕 2 (水稲)

うるち・もちのJ.ilj 2 (稜) 2 (梗〕 2 (梗〕

出 穏 期 3 (早生の娩) 6 (早生の早〕 4 (中生の早〕

成 熟 期 3 (王手生の娩) 6 (早生の王手〕 4 (中生の竿〉

障 型耐冷性 5 〈中) 6 . (やや弱〕 6 (やや弱〉

穏発芽性 4 (やや難) 4 〈やや難〕 5 (中〕

耐倒i伏 性 3 〔強) 2 (極強) 6 (やや弱〉

脱 粒 性 3 (難〕 3 (難) 3 (難)

取.

いもち病

抵抗性推定遺伝子型 1 -0 (十) 1 - 1 (p i --a ) 1 -0 (+) 
穂いもち調場抵抗性 5 〈中〕 5 (中〕 5 (中〕

薬いもち踊場抵抗校 4 (やや強) 3 (強〉 3 (強)
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A N ew Rice Variety “HAYAYUTAKA" 

Takehiko SASAKI， Shinzo ABE， Kazuhisa MATSUNAGA， Shigeru W AKUI， 

Koichi TANNO， Yoshinori CHIBA， Eiji OKAMOTO， and Atsushi KANO 

Summary 

Hayayutaka is a early maturing nonglutinous paddy rice cultivar developed in national 

breeding program at Miyagi Prefectural Furukawa Agricultural Experiment Station in 1987. 

Hayayutaka originated from a cross made in 1978 between Tohoku 126 (thereafter desig-

nated as Satohonami) and Hokuriku 110. The breeding objective was to breed a medium 

maturing， excellent eating quality cultivar with high yielding ability and desirable agro-

nomic characteristics. A promlsmg line selected in the F7 g巴nerationwas named Tohoku 131 

and h且sbeen t巴st巴don its local adaptability sinc巴1982.Tohoku 131 w乱sresi tered as“paddy 

Rice Norin 284" and named“Hayayutaka" by the Ministry of Agriculture， For巴stryand 

Fishery in 1987 and was released as a recommended cultivar in Fukuoka Pr巴fecture.

Several important characteristics of the new cultivar are as follows. Hayayutaka is early 

maturing in the central part of Tohoku district and extremely early maturing in the south 

ern part of Japan. Compared to Hayahikari growing under similar conditions， Hayayutaka 

is about 2 or 3 days earlier in heading， the culm length is 5cm longer， produces more 

tillers and the plant type belongs to partial panicle number type in Tohoku district and 

intermediate type in th巴 southernpart of Japan. Hayayutaka is resistant to lodging， mo出向

rately resistant to blast and rather susceptible to bacterial leaf blight. Relative to cold 

resistance at booting stage， it is moderate and stronger than that of Sasaminori and 

Hayahikari. The yielding potential of Hayayutaka is higher than that of Hayahikari. The 

visual grain quality is a little inferior but eating quality is excellent and superior to that 

of Hayahikari. Hayayutaka seems to b日 adaptableto southern part of Japan， esp巴cially

to hilly areas for early delivering rice crop and to plains for summer crop preceeding 

vegetable crops. 
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